
血とくも膜下出血は脳神経外科が初期対
応します。脳梗塞患者のうち発症後4.5時
間以内の方には、条件を満たせば血栓溶
解療法（t-PA）を脳神経内科が行います。
さらに、頭頚部の太い血管の閉塞がある
場合、条件を満たせば脳神経外科が血栓
回収療法を行います。血栓溶解療法と血栓回収療法は最新の
治療法ですが、発症してすぐ病院に到着しないと受けることが
できないので、脳梗塞の治療はまさに時間との戦いです。脳梗
塞のみならず、脳出血、くも膜下出血も治療の遅れが命にかか
わる病気なので、脳卒中はスピードが命です。
　脳卒中で起こる典型的な3つの症状は、顔（F=Face）、腕
（A=Arm）、言葉（S=Speech）に現れやすく、この3つの頭文字
と、発症時刻（T=Time）を組み合わせた言葉が「FAST」です
（図1）。「FAST」は世界各国で使われている脳卒中啓発の合言
葉で、日本でも使われています。「FAST」という言葉の通り、脳
卒中治療は時間（T）との戦いなのです。
　脳卒中は突然発症する病気です。何の症状もなく1分前まで正
常だったのに突然「FAST」の症状が出現したら脳卒中かもしれま
せん。すぐに119番に電話をお願いします。広島市消防局の全て
の救急隊は「ジャストスコア」を用いた脳卒中患者の救急搬送を
2019年から開始し、安佐市民病院も
参加しています。これは脳卒中患者の
搬送を最適化する広島市消防局独自
の取り組みで、救急隊が救急車内の
「ジャストスコア」端末（図2）に入力す
ると、最適な受け入れ病院が瞬時に
表示されます。脳血管の血流が途絶
している間に脳神経細胞はどんどん
傷害されていくので、血流を速やかに
回復させる脳卒中治療は時間が勝負
です。脳卒中の症状が突然現れたら、
すぐに119番に電話をお願いします。
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